




     

道
路
側
溝
な
ど
に
流
し
て
い
た

台
所
、
風
呂
、
洗
面
所
な
ど
か
ら
の
排
水

は
、
下
水
道
の
汚
水
管
に
流
す
た
め
、
悪

臭
の
な
い
き
れ
い
な
街
に
な
り
ま
す
。
 

 
く
み
取
り
便
所
か
ら
清
潔
で
快
適
な
水

洗
ト
イ
レ
に
切
り
替
え
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
 

 汚
水
管
を
流
れ
て
き
た
排
水
は
、
処
理

場
に
集
め
て
浄
化
し
て
か
ら
河
川
に
放
流

す
る
た
め
、
水
質
が
保
全
さ
れ
、
川
や
海

が
き
れ
い
に
な
り
ま
す
。
 

      

宅
地
内
の
下
水
道
配
管
（
排
水

設
備
）
の
工
事
は
、
市
の
指
定

工
事
店
で
な
け
れ
ば
で
き
な
い
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。
下
表
の
土
岐
市
指
定

工
事
店
一
覧
か
ら
選
び
、
直
接
指
定
工

事
店
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

  

     

市
で
は
水
洗
化
促
進
の
た

め
、
改
造
資
金
の
融
資
あ

っ
せ
ん
・
利
子
補
給
を
行
っ
て
い

ま
す
。
 

   金
融
機
関
　
市
内
の
金
融
機
関（
郵
 

便
局
を
除
く
）
 

融
資
金
額
　
最
高
1
0
0
万
円
 

利
子
補
給
　
年
利
3
％
ま
で
の
利

子
を
市
が
補
助
 

償
還
期
限
　
最
長
60
カ
月
 

  ・
新
築
家
屋
は
対
象
外
 

・
下
水
道
供
用
開
始
か
ら
3
年
以

内
で
あ
る
こ
と
 

・
市
税
、
受
益
者
負
担
金
な
ど
を

滞
納
し
て
な
い
こ
と
 

・
市
内
在
住
で
別
生
計
の
連
帯
保

証
人
が
一
人
あ
る
こ
と
 

・
工
事
開
始
前
に
申
請
す
る
こ
と
 



     　
　
　
自
然
流
下
に
よ
る
接
続
が
不
 

　
　
　
可
能
な
場
合
は
ポ
ン
プ
を
設

置
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
市
で
は
ポ

ン
プ
設
備
が
必
要
と
な
る
方
に
、
設

備
費
用
の
一
部
を
補
助
し
て
い
ま
す
。
 

 宅
地
内
汚
水
ポ
ン
プ
補
助
制
度
 

補
助
金
額
　
最
高
80
万
円
（
対
象
工

事
に
要
し
た
金
額
）
 

補
助
対
象
　
ポ
ン
プ
、
汚
水
槽
、
圧

送
管
な
ど
の
工
事
費
用
 

補
助
の
条
件
 

・
市
税
、
受
益
者
負
担
金
な
ど
を
滞

納
し
て
な
い
こ
と
 

・
工
事
開
始
前
に
申
請
す
る
こ
と
 

     　
　
　
下
水
道
使
用
料
金
は
水
道
の

　
　
　
使
用
量
に
応
じ
て
算
出
し
ま

す
。
た
だ
し
、
井
戸
水
を
使
用
の
場

合
は
、
算
出
形
態
が
変
わ
り
ま
す
の

で
、
お
気
を
付
け
く
だ
さ
い
。
 

   　
　
　
水
に
溶
け
な
い
物
・
雨
水
・
土
砂
・
油
類
・
有
害
物
質
・
 

　
　
　
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
以
外
の
紙
類
・
生
ご
み
な
ど
。
こ

れ
ら
の
も
の
は
絶
対
に
下
水
道
に
流
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
 

  
先
日
、
下
水
道
管

が
詰
ま
っ
て
汚
水
が

あ
ふ
れ
出
る
と
い
う

事
故
が
起
き
ま
し
た
。
 

調
査
の
結
果
、
衣

類
・
タ
オ
ル
・
紙
お

む
つ
・
生
理
用
品
・

ビ
ニ
ー
ル
製
品
な
ど

が
管
の
中
か
ら
発
見

さ
れ
ま
し
た
。
 

水
に
溶
け
な
い
物

は
絶
対
に
流
さ
な
い

で
く
だ
さ
い
。
 

  
飲
食
店
な
ど
多
く
の
油
を
使
わ
れ
る
事
業
所
に
は
、
グ
リ
ス
ト

ラ
ッ
プ
を
設
置
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
が
、
定
期
的
に
清
掃
さ

れ
な
い
と
、
そ
の
ま
ま
油
が
下
水
に
流
れ
込
み
、
本
管
が
閉
塞
し

て
し
ま
い
ま
す
。
 

グ
リ
ス
ト
ラ
ッ
プ
の
清
掃
は
、
責
任
を
持
っ
て
行
っ
て
く
だ
さ

い
。
 

汚水があふれ出ている様子 

へ
い
そ
く
 



    　
　
　
宅
地
内
の
配
管
（
排
水
設
備
）

　
　
　
の
管
理
は
個
人
で
し
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
異
常
が
ご

ざ
い
ま
し
た
ら
、
指
定
工
事
店
な
ど
水

道
業
者
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
管
の
閉
塞
の
予
防
の
た
め
に
も
、

マ
ス
の
清
掃
を
定
期
的
に
し
て
く
だ
さ

い
。
 

    　
　
　
下
水
道
に
は
、
休
止
・
再
開
制

　
　
　
度
が
あ
り
ま
す
。
長
期
間
（
お

お
む
ね
2
カ
月
以
上
）
に
わ
た
っ
て
下

水
道
を
使
用
さ
れ
な
い
場
合
は
、
前
も

っ
て
「
休
止
届
」
を
下
水
道
課
に
提
出

さ
れ
ま
す
と
、
水
道
使
用
量
が
0
　
の

場
合
に
、
そ
の
月
の
下
水
道
使
用
料
金

が
無
料
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
使
用
を

再
開
さ
れ
る
場
合
は
、
「
再
開
届
」
を

必
ず
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
 

な
お
、
こ
れ
ら
の
制
度
は
、
届
出
制

で
す
の
で
、
下
水
道
を
ま
っ
た
く
使
用

さ
れ
な
く
て
も
、
休
止
届
が
提
出
さ
れ

な
け
れ
ば
下
水
道
使
用
料
は
掛
か
り
ま

す
。
 

    　
　
　
下
水
道
に
接
続
さ
れ
て
い
た
建
 

　
　
　
物
を
壊
し
、
駐
車
場
や
さ
ら
地

な
ど
に
す
る
場
合
は
、
取
付
管
を
閉
栓

し
、
接
続
す
る
前
と
同
じ
状
態
に
し
て
、

雨
水
や
土
砂
が
入
ら
な
い
よ
う
に
し
た

後
、
下
水
道
課
に
「
廃
止
届
」
を
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。
 

詳しくは、下水道課（内線111～117 ）へどうぞ。 



皆
さ
ん
は
土
岐
市
の
救
急
出
動
の
中
で
、

呼
吸
や
心
臓
が
停
止
し
て
し
ま
っ
た
人
の

う
ち
、
再
び
回
復
し
、
普
段
の
生
活
が
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
人
（
社
会
復
帰
と
い

い
ま
す
）
が
何
人
い
る
と
思
い
ま
す
か
？
 

実
は
、
平
成
14
年
か
ら
18
年
の
5
年
間

の
心
肺
停
止
者
は
4
7
5
人
、
そ
の
う
ち

社
会
復
帰
し
た
人
は
わ
ず
か
「
5
人
」
だ

け
で
す
。
 

心
肺
停
止
し
た
人
に
、
5
分
間
救
命
処

置
を
し
な
か
っ
た
ら
、
統
計
上
、
助
か
る

可
能
性
は
10
％
程
度
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

（
救
急
車
が
来
る
ま
で
、
平
均
6
分
は
か

か
り
ま
す
。）
 

た
だ
、
救
え
な
か
っ
た
4
7
0
人
に
救

命
処
置
〔
心
肺
蘇
生
法
（
胸
骨
圧
迫
と
人

工
呼
吸
）、
Ａ
Ｅ
Ｄ
、
異
物
除
去
〕
を
実

施
す
れ
ば
、
全
員
が
助
か
っ
た
わ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
こ
の
4
7
0
人
の
う
ち
、

そ
の
場
に
居
合
わ
せ
た
人
が
救
命
処
置
を

し
た
な
ら
ば
、
社
会
復
帰
の
人
数
が
何
人

か
増
え
て
い
た
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
皆
さ

ん
の
ご
家
族
や
友
人
が
心
肺
停
止
と
な
り
、

社
会
復
帰
の
5
人
に
含
ま
れ
な
か
っ
た
と

し
た
ら
・
・
・
。
 

ご
存
じ
か
と
思
い
ま
す
が
、
応
急
手
当

の
講
習
会
は
、
消
防
署
が
実
施
し
て
い
ま

す
。
こ
こ
数
年
受
講
者
も
増
え
、
平
成
18

年
に
は
約
2
千
人
の
方
に
受
講
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
 

次
に
、
こ
れ
ま
で
の
救
急
講
習
会
受
講

者
と
現
場
で
の
心
肺
蘇
生
法
実
施
率
を
グ

ラ
フ
に
表
し
ま
し
た
。
 

両
方
の
グ
ラ
フ
を
比
較
す
る
と
、
グ
ラ

フ
線
は
同
じ
よ
う
に
上
昇
し
て
い
る
こ
と

が
分
か
り
ま
す
。
つ
ま
り
、
救
急
講
習
会

受
講
者
の
増
加
は
、
現
場
で
の
応
急
手
当

実
施
率
増
加
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
 

       消
防
署
で
は
、
救
急
車
が
来
る
ま
で
の

間
に
、
そ
の
場
に
居
合
わ
せ
た
人
が
、
応

急
手
当
を
一
人
で
も
多
く
実
施
し
て
も
ら

え
る
よ
う
、
救
急
講
習
会
を
開
催
し
て
い

ま
す
。
ぜ
ひ
、
皆
さ
ん
も
受
講
し
て
く
だ

さ
い
。
 

救
急
講
習
会
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ

な
ど
詳
し
く
は
、
土
岐
市
北
消
防
署（
　

○53
　

0
1
1
9
）ま
た
は
土
岐
市
南
消
防

署（
　
○58
　

0
1
1
9
）へ
ど
う
ぞ
。
 



気
象
庁
が
提
供
す
る
緊
急
地
震
速
報
が

10
月
1
日
か
ら
一
般
向
け
に
提
供
さ
れ
る

予
定
で
す
。
今
回
は
、
そ
の
緊
急
地
震
速

報
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。
 

地
震
の
揺
れ
は
、
震
源
か
ら
波
紋
の
よ

う
に
波
（
地
震
波
）
と
し
て
伝
わ
っ
て
い

き
ま
す
。
こ
の
地
震
波
に
は
主
な
も
の
と

し
て
Ｐ
波
と
Ｓ
波
の
２
種
類
が
あ
り
ま
す
。

地
震
発
生
後
、
小
さ
な
揺
れ
の
Ｐ
波
が
い

ち
ば
ん
早
く
伝
わ
り
（
初
期
微
動
）
、
そ

の
後
に
強
い
揺
れ
の
Ｓ
波
が
伝
わ
り
ま
す

（
主
要
動
）
。
地
震
に
よ
る
被
害
は
主
に

強
い
揺
れ
の
Ｓ
波
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ

ま
す
。
こ
の
Ｐ
波
と
Ｓ
波
の
伝
わ
る
速
さ

の
違
い
を
利
用
し
、
強
い
揺
れ
が
始
ま
る

数
秒
〜
数
十
秒
前
に
お
知
ら
せ
を
す
る
の

が
緊
急
地
震
速
報
で

す
。
 

こ
の
緊
急
地
震
速

報
は
、
予
想
震
度
が

4
以
上
の
地
域
に
対

し
発
表
す
る
も
の
で

す
が
、
震
源
に
近
い

と
こ
ろ
で
は
、
強
い

揺
れ
の
到
達
に
間
に

合
わ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
 

テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
な
ど
で
緊
急
地
震
速

報
を
聞
い
た
と
き
は
、
周
囲
の
状
況
に
応

じ
て
慌
て
ず
に
身
の
安
全
を
確
保
し
、
パ

ニ
ッ
ク
に
な
ら
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
が

大
切
で
す
。
 



悩
み
事
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？
私
た
ち
は

日
々
の
暮
ら
し
の
中
で
さ
ま
ざ
ま
な
問
題

に
直
面
し
ま
す
。
す
ぐ
に
解
決
で
き
る
問

題
も
あ
り
ま
す
が
、
解
決
策
が
見
つ
か
ら

ず
悩
み
の
種
と
な
っ
て
し
ま
う
問
題
も
多

々
あ
り
ま
す
。
そ
う
い
う
時
、
あ
な
た
は

ひ
と
り
で
悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か
？
 

（
財
）岐
阜
県
地
域
女
性
団
体
協
議
会

が
管
理
運
営
す
る
「
男
女
共
同
参
画
プ
ラ

ザ
」
（
岐
阜
県
県
民
ふ
れ
あ
い
会
館
内
）

に
は
、
平
成
18
年
4
月
か
ら
「
電
話
相
談

窓
口
」
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

昨
年
1
年
間
に
寄
せ
ら
れ
た
電
話
相
談

の
件
数
は
1
1
5
4
件
。
相
談
者
は
30
代
・

40
代
の
方
が
多
く
、「
パ
ー
ト
ナ
ー
関
係
」

「
仕
事
」「
親
子
・
家
族
」
に
つ
い
て
の
相

談
が
目
立
っ
て
い
た
よ
う
で
す
。
 

ひ
と
り
で
悩
ま
れ
て
い
る
方
や
「
ど
こ

に
相
談
し
て
い
い
か
分
か
ら
な
い
」
と
お

困
り
の
方
は
、
気
軽
な
気
持
ち
で
電
話
し

て
み
て
は
い
か
か
で
し
ょ
う
か
。
 

な
お
、
「
電
話
相
談
窓
口
」
の
電
話
番

号
や
相
談
日
時
に
つ
い
て
は
、
本
紙
12
頁

「
情
報
ひ
ろ
ば
」
に
詳
し
く
ご
案
内
し
て

い
ま
す
。
 



 
小学校４年生の理科（上）の教科書には、「月の動き」「星
の動き」を観察する学習が載っています。 

本
園
で
は
、
平
成
17
年
よ
り
幼
稚
園
と

し
て
は
い
ち
早
く
、
3
歳
児
と
4
歳
児
が

通
園
し
、
5
歳
児
と
一
緒
に
園
生
活
を
楽

し
む
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
 

毎
週
月
曜
日
に
行
う
集
会
や
日
常
生
活

の
中
で
、
異
年
齢
の
子
ど
も
た
ち
が
一
緒

に
活
動
す
る
場
を
多
く
計
画
し
て
い
ま
す
。

そ
う
し
た
活
動
を
通
し
て
、
徐
々
に
思
い

や
り
や
、
あ
こ
が
れ
な
ど
の
気
持
ち
が
生

ま
れ
る
、
そ
う
し
た
幼
稚
園
生
活
を
送
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
願
っ
て
い
ま
す
。
そ

れ
が
人
間
形
成
の
基
礎
作
り
に
な
る
と
考

え
て
い
ま
す
。
 

 泉
町
で
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
を
楽
し
ん
で

お
ら
れ
る
「
ハ
ッ
ス
ル
会
」
の
皆
さ
ん
を

招
い
て
、
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
踊
っ
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
 

子
ど
も
た
ち
は
会
の
皆
さ
ん
か
ら
い
た

わ
り
や
、

優
し
さ
を

感
じ
取
り

一
緒
に
踊

り
ま
す
。
 

ま
た
、

子
ど
も
同

士
、
5
歳

児
と
3
歳

児
の
ペ
ア

ー
の
子
が
、

目
と
目
を
合
わ
せ
て
に
っ
こ
り
笑
い
、
ほ

の
ぼ
の
と
し
た
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
す
。
 

そ
ん
な
と
き
、
5
歳
児
は
自
分
よ
り
小

さ
な
子
の
存
在
に
気
付
き
、
思
い
や
り
が

生
ま
れ
ま
す
。
3
歳
児
、
4
歳
児
は
あ
こ

が
れ
を
持
ち
、
今
度
は
「
僕
が
や
っ
て
み

よ
う
」
と
思
っ
て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
 

 
「
お
母
さ
ん
先
生
に
な
っ
て
絵
本
を
読
み

聞
か
せ
し
て
み
ま

せ
ん
か
？
」

と
呼
び
掛

け
を
毎
年

行
っ
て

い
ま
す
。
 

今
年

は
、
読
み

聞
か
せ
の
第

1
回
目
が
終
わ

り
ま
し
た
。
 

お
母
さ
ん
先
生
は
、
初
め
て
の
経
験
で

ハ
ラ
ハ
ラ
ド
キ
ド
キ
し
た
様
子
で
し
た
が
、

子
ど
も
た
ち
は
目
を
輝
か
せ
て
絵
本
を
見

詰
め
て
い
ま
し
た
。
絵
本
の
読
み
聞
か
せ

で
、
気
持
ち
が
一
つ
に
な
り
、
心
地
よ
い

ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。
 

家
庭
・
地
域
の
方
々
か
ら
思
い
や
り
や

尊
さ
、
慈
し
み
の
心
を
学
び
、
一
人
一
人

が
大
き
く
成
長
す
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま

す
。
 

月の形は、毎日少しずつ変わっていき、大体　1　カ月で
元の形に戻ります。夜空に月が見えない新月の日から15
日たつと満月になるので、満月は十五夜と呼ばれています。
また、新月の日から　3　日目の月は三日月と呼ばれています。
〔　4　年理科（上）東京書籍教科書〕 

☆教科書にはありませんが、半月について考えてみまし
ょう。上弦の月、下弦の月はどちらも半月です。 

ぜひ、皆さんで夜空を見上げて月や星を観察してみて
ください。 （答えは、次頁下です。） 

・上弦の月は昼間に昇り、真夜中に沈みます。 

・下弦の月は真夜中に昇り、昼間に沈みます。 

・満月は夕方に昇り、朝沈みます。 





 

乳幼児の保護者  
 
市民 
 
 

　4　カ月健診を受けられ
たお子さんの保護者  
 
 

市民 
  

不眠・ふさぎ込む・怒
りっぽい・認知症など
でお悩みの方 

　9　月19日（水）
 

  
　9　月28日（金） 
 
 
 
　9　月27日（木） 
 
 
 

　9　月19日（水） 
 
 
　9　月25日（火） 
 
　9　月28日（金） 
 
10月　4　日（木） 

10月26日（金） 

10月29日（月） 

11月　7　日（水） 

11月19日（月） 

11月28日（水） 

 
　9　月17日（月・祝） 
 
 
　9　月24日（月・休） 

10月・11月生まれ 

12月・　1　月生まれ 

　2　月・　3　月生まれ 

　4　月・　5　月生まれ 

　6　月・　7　月生まれ 

　8　月・　9　月生まれ 

午前10時～11時30分 
午後　1　時30分～　3　時 
 

午前10時～11時30分 
 
 
 
午後　1　時～　3　時30分 
 
 

午後　1　時15分～　2　時 
 
午後　1　時15分～　2　時30分 
  

午後　1　時～　2　時30分  
 
 
 
 
 
 
 
 
午後　1　時30分～　2　時20分 

 
 

午前　9　時～午後　3　時 

 
 
 
 

保健センター
 

 
 
 
 
 

 
保健センター  
 

東濃保健所  

保健センター  
 
 
 
 
 
 
 
保健センター 
 
 
 
 
 
 

 
みそ汁の塩分測定を希望の
方は、当日朝の、みそ汁を
50ml程お持ちください。 
 

定　員：20人 
先着10人まで託児可能。 
開催日の　2　日前までにお申
し込みください。  
血圧測定 
尿検査など 

歯みがき指導も行います。  

要予約 
東濃保健所（　○23 1111・内
線362）または保健センター  
 
第　1　回目 
平成19年　6　月30日以前に生
まれ、今までにポリオワク
チンを　1　回も飲んだことが
ない　7　歳半未満のお子さん 
 
第　2　回目 
平成19年　1　月31日以前に生
まれ、今までにポリオワク
チンを　1　回飲んだことがあ
る　7　歳半未満のお子さん 
持ち物：母子健康手帳 

予診票 
 

 
 

平成18年　9　月以前に生
まれた　2　歳未満のお子
さん  
 
 
 
平成13年　4　月　2　日から 
平成14年　4　月　1　日生ま
れ 
（平成20年度小学校就
学予定者） 
 
 
 

市民 

水谷歯科医院  
泉町大富254-22 
　○54 9620 
水野歯科医院 
泉町大富224-10 
　○55 1015

受診される際は、医療機関
へお問い合わせの上、お出
掛けください。 

１．麻しんまたは風しんのいずれにもかかったことがなく、いずれの予防接種も受けたことが
ないお子さんは、　9　月18日（火）までに保健センターへお申し込みください。 
※接種は、10月からですが、　9　月25日（火）以降に申し込みされた医療機関で、接種日時を予
約してください。 
２．麻しんまたは風しんのいずれか一方にかかったことがある場合や、いずれか一方の予防接
種を受けたことがある場合は、単独ワクチンの接種となりますので、保健センターへお問い合
わせください。 
※麻しん、風しんのいずれにもかかったことがある場合は、今回の予防接種を受けることができません。 
１．麻しんまたは風しんのいずれにもかかったことがないお子さんは、　9　月18日（火）までに
保健センターへお申し込みください。 
※接種は、10月からですが、　9　月25日（火）以降に申し込みされた医療機関で、接種日時を予
約してください。 
２．麻しんまたは風しんにかかったことがある場合は、単独ワクチンの接種となりますので保
健センターへお問い合わせください。 
※麻しん、風しんのいずれにもかかったことがある場合は、今回の予防接種を受けることができません。 

結核は過去の病気ではありません。 
土岐市の結核の罹患率、登録率、有病率は全国や県と比較して高い状況にあります。 
また、結核は日常生活を共にする人（家族や親しい友人）にうつりやすい感染症です。 
こんな時は、すぐ病院へ行きましょう。 

り　かん 



市では、本紙　6　月　1　日号でお知らせ
した通り、本年度も地籍調査事業を行
っています。妻木町、駄知町の一部に
おいて、地元説明会を　9　月初旬から中
旬にかけ開催し、10月から土地の境界
確認を実施する予定です。 
また、17年度に土岐津町土岐口の一

部区域で行った地籍調査成果の閲覧を、
　9　月20日（木）まで文化プラザで実施し
ます（休館日は除く）。ぜひ、お越し
ください。 
なお、いずれも対象となる方へは、

直接通知をします。皆さんのご理解と
ご協力をお願いします。 
詳しくは、地籍調査推進室へどうぞ。 
 
 
 
 
 
 
家庭・子育て・夫婦関係・ＤＶ・仕

事・セクハラ・人間関係など、生き方
に関する悩みについて相談できる窓口
を開設しています。相談は無料ですの
で、お気軽にご相談ください。 
●電話相談 

◆相談日　日曜日～木曜日（祝日、年
末年始は休み）、午前　9　時～正午と午
後　1　時～　5　時 
◆専用ダイヤル　　058-278-0858 
●専門面接相談（電話相談専用ダイヤ

ルにて予約が必要） 

◆相談内容　①仕事支援相談　②法律
相談　③こころの相談 
◆相談日　①毎月第　1　火曜日、第　3　日
曜日　②毎月第　4　火曜日　③毎月第　2　
火曜日 
◆相談員　①女性産業カウンセラー　
②女性弁護士　③女性ウィメンズカウ
ンセラー 
◆相談場所　岐阜県県民ふれあい会館
　2　棟　3　階・男女共同参画プラザ 
詳しくは、（財）岐阜県地域女性団

体協議会（　058-275-4386）へどうぞ。 

　7　月16日に起きた「新潟県中越沖地
震」で、自分の住む家の耐震性につい
て考えた方も多いことかと思います。 
市では、木造住宅の所有者の方が、

岐阜県木造住宅耐震診断士による耐震
診断を受ける場合や、その診断結果が
基準以下であって、耐震補強工事を行
う場合は、その費用の一部を助成する
制度があります。助成をご希望の方は、
建築住宅課に備え付けの申請書に必要
事項を記入の上、所定の書類を添えて
申請してください。 
●耐震診断 

◆対象住宅要件　在来の軸組み工法・
枠組み壁工法（　2　×　4　工法など）によ
る建物で、床面積の　1　／　2　以上が居住
用であること 
◆助成金額　診断費用の　2　／　3　以内の
額で上限　2　万円まで 
●補強工事 

◆対象工事要件　耐震診断の結果が基
準以下で、昭和56年　5　月31日以前に着
工された　2　階建て以下の建物を基準以
上に補強する工事であること 
◆助成金額　工事費の　7　／10以内の額
で上限84万円まで 
◆募集件数　耐震診断　6　件、補強工事
　5　件（いずれも先着順） 
◆締め切り　11月30日（金） 
詳しくは、建築住宅課へどうぞ。 
 
 
 
 
市民総合体育大会・夏季大会のカヌー

競技、水泳競技が　8　月19日（日）に土岐
川と市民プールでそれぞれ行われ、各
町が熱戦を繰り広げました。 
各町の成績は、次の通りです。 

●カヌー競技 

①泉町　②肥田町　③妻木町 
●水泳競技 

①泉町　②駄知町　③曽木町　④土岐
津町　⑤下石町　⑥肥田町　⑦妻木町 
⑧鶴里町 

◆日時　　9　月17日（月・祝）～　9　月23日
（日・祝）午前　8 　時30分～午後　7 　時
（土・日曜日は、午前10時～午後　5　時） 
◆電話番号　　0120-007-110 
◆相談担当者　子どもの人権専門委員 
詳しくは、岐阜地方法務局人権擁護
課（　058-245-3181）へどうぞ。 
 
 
 
 
◆期日　11月16日（金）　　午前＝給油
取扱所　　午後＝一般 
◆場所　東濃西部総合庁舎 
◆受付期間　9月10日（月）～28日（金） 
◆受講手数料　4,700円（県収入証紙） 
詳しくは、市消防本部へどうぞ。 
 
 
 
 
◆融資金額　4,800万円以内 
◆返済期間　　運転資金　5　年以内　
　設備資金10年以内 
◆金利　2.6％～（固定金利・平成19
年　8　月10日現在） 
申し込みなど詳しくは、国民生活金
融公庫多治見支店（　○22　6341）へ。 
 
 
 
 
いわゆる恩給欠格者、戦後強制抑留者、
外地などからの引揚者の「ご本人」に、
あらためて慰籍の念を表すため、内閣
総理大臣名の『特別慰労品』を贈呈し
ています。 
過去に内閣総理大臣名の書状などを
受けた方、書状を受ける資格があった
にもかかわらず、請求されていない方
も対象です。なお、請求書は、各市町
村福祉課の窓口に置いてあります。 
資格要件など詳しくは、独立行政法
人平和祈念事業特別基金（　0120-234 
933）へどうぞ。 



出会いを求める男女のレクリエーシ
ョンふれあいパーティーの参加者を募
集します。 
◆日時　10月21日（日）午前11時～午後
　3　時 
◆場所　市勤労青少年ホーム 
◆資格　20歳以上の男女 
◆定員　各40人（応募者多数時は、抽
選） 
◆内容　レクリエーションを交えた触
れ合い活動 
◆参加費　男女とも500円（当日徴収） 
◆応募方法　ＦＡＸ（○55　6310）また
は官製はがきに、住所・氏名（フリガ
ナ）・年齢・性別・職業・電話番号・
趣味を記入の上、生涯学習課ふれあい
パーティー担当（〒509-5192　土岐津
町土岐口2101）へお申し込みください。 
◆締め切り　　9　月28日（金） 
詳しくは、市青年団体協議会・土本

ゆみさん（　○55　1903）または生涯学
習課（内線273）へどうぞ。 
 
 
 
 
国土交通省中部地方整備局では、道

路、河川、港湾、空港、まちづくりな
どについて、地域の皆さんと行政の相
互理解を深めるとともに、今後の地域
の在り方について対話を行うことを目
的としたモニターを募集しています。 
◆内容　　中部地方整備局が行うアン
ケートへの回答　　行政全般に対する
提言・提案（随時）　　体験型見学会
への参加 
◆資格　県内にお住まいの満16歳以上
の方で、無償で協力していただける方 
◆任期　10月上旬（予定）～平成20年
　3　月31日 
◆締め切り　　9　月28日（金） 
申し込みなど詳しくは、中部地方整

備局企画課（　052-953-8127）へ。 

●介護講習スタッフ 

◆講習期間　10月10日（水）～19日（金）
までの間の　5　日間 
◆場所　ウエルフェア土岐 
◆定員　10人程度（応募者多数時は、
抽選。選外の通知はしません） 
◆締め切り　　9　月18日（火）※消印有効 
●福祉住環境コーディネーター講習 

◆講習期間　10月17日（水）～26日（金）
までの間の　6　日間 
◆場所　多治見市産業文化センター 
◆定員　30人程度（応募者多数時は、
抽選。選外の通知はしません） 
◆締め切り　　9　月28日（金）※消印有効 
●両講習共通 

◆対象　健康で働く意欲のある60歳代
前半の方 
◆受講料　無料 
◆申し込み　福祉課、各支所または市
シルバー人材センターに備え付けのパ
ンフレットの申込書に必要事項を記入
の上、県シルバー人材センター連合会
へ郵送してください。 
詳しくは、市シルバー人材センター
（　○57　3810）へどうぞ。 
 
 
 
 
セラパーク楽々市は、「あきんど市」

「青空市」「骨董市」全体の総称で、毎
月第　4　日曜日とその前日の土曜日にセ
ラミックパークＭＩＮＯで開催してい
ます。 
今回、バラエティー豊かな小売商品
やクラフト作品を販売する「あきんど
市」と野菜をはじめとする食料品を主
に販売する「青空市」の出店者を募集
します。 
◆出店日　毎月第　4　日曜日とその前日
の土曜日 
◆会場　セラミックパークＭＩＮＯ 
◆出店料　3,500円（　2　日間） 
申し込みなど詳しくは、（財）セラ

ミックパーク美濃へどうぞ。 

◆日時　10月25日（木）・26日（金）午前
　9　時～午後　5　時（　2　日間） 
◆場所　市北防災センター　3　階 
◆定員　50人（先着順） 
◆受講料　無料（ただし、テキスト代 
4,000円が必要） 
◆申し込み　所定の申込書に写真（最 
近　3　カ月以内に撮影のもの）を張り付
け、テキスト代を添えて、10月　5　日
（金）午後　5　時までに、北消防署または
南消防署へお申し込みください。 
詳しくは、市消防本部へどうぞ。 
 
 
 
 

◆日時　①10月25日（木）午前　8　時30
分～午後　5　時　②11月　4　日（日）午前　8　
時30分～午後　5　時 
◆コース　①土岐市駅裏ロータリー（集
合）→キューピー挙母工場→ホテル
フォレスタ（昼食）→松平郷→瀬戸
蔵ミュージアム→土岐市駅裏ロータ
リー（解散）　②土岐市駅裏ロータ
リー（集合）→美濃和紙の里会館（体
験・見学）→旧今井家住宅・あかり
アート館・うだつの上がる街並→濃
州関所茶屋（昼食）→関鍛冶伝承
館→フェザーミュージアム→土岐市
駅裏ロータリー（解散） 
◆定員　①②とも20人（先着順） 
◆費用　①3,700円　②4,000円 
※昼食代・入館料など 
◆申し込み方法　電話・FAX・Eメー
ル　※①は　9　月　7　日（金）から、②は10
月　5　日（金）から受け付け開始 
◆申し込み先　（株）日本旅行名古屋支
店（　052-232-6710、午前10時～午後　6　
時※土・日・祝日は休み）、FAX：052-
232-6711、URL：http://www6.nta.co. 
jp/nagoya/（ＨＰからメールで申し込み） 
◆締め切り　①10月　4　日（木）　②10月
15日（月） 
詳しくは、総合政策課（内線213）

へどうぞ。 

こっとう 






